
沖縄辺野古と官房長官 

 
 写真は朝日新聞 4 月 1 日・3 日に掲載された、やくみつるさんの「イラスト」である。

鋭く問題に迫っており、レポートにとりあげたくなった。左は例の報道ステーションで

の「古賀発言」をテーマにして、「干渉長官」の横やりはあったのか?と書かれている。

この問題も最近のメディア

の問題状況を考えるうえで

見過ごせない。 

 ここでは 3 日掲載の右の

「首相ならぬ身、なんの裁

量あるでもないが--- 官房

長官、沖縄県知事と会談へ」

をとりあげよう。3 月 29 日

レポート「辺野古作業 停止を指示」で、新聞各紙の社説を紹介して問題にせまった。

その後、政府の強引な「行政手続き」を経て、官房長官と知事との会談へと進んだ。 

会談については別にレポートすることにして、3 日の天声人語を紹介しておきたい。 

 「歴史の歪曲は国民のためにならない」。そう言って、沖縄返還をめぐる日米密約の

存在を証言した元外務官僚が 3 月末、亡くなった。アメリカ局長などを務めた吉野文六

さん。自民党政権時代の国会答弁を虚偽と認めた▼核の持ち込みをめぐる密約に切り込

んだのは民主党政権だ。政権交代の成果の一つだろう。選挙で新たな担い手が登場し、

過去のやり方を見直す。継続を絶ち切って変化をもたらすのは民主主義の大切な作用で

ある▼沖縄県民は昨年、まさに変化を選び取った。米軍普天間飛行場を名護市辺野古に

移設していいのか。この問いに、県民は知事選と衆院選で明確にノ―と答えた。新たな

民意を背に、翁長雄志知事はいま移設作業を止めようとしている▼菅官房長官は先日、

知事の行動を「この期に及んで、極めて遺憾」と批判した。しかし、県民は政府の意向

に沿った前知事の判断に異を立てた。翁長氏にしてみれば「この期」だからこその行動

に違いない。▼一昨日、大江健三郎さんら識者 22 人が緊急声明を出した。強引な政府

の姿勢は「県民の意思を侮辱し、民主主義と地方自治を破壊する」と。確かに国と県は

上下、主従の関係ではない。おとなしく従えというなら、はき違えだろう▼官房長官が

知事と会うという。遅きに失したものの、対話は欠かせない。安倍首相も早く会うべき

だ。むろん当事者は政府と県だけではない。安全保障は、国民全体の問題である。その

ことを改めて銘記し、初の会談を見守りたい。 

  

 なお、宮本憲一先生も「緊急声明」呼びかけ人であり、1 日の記者会見で発言されて

いた。賛同署名はすでに 6000 名近く(私もその一人)という。 

                              (2015 年 4 月 6 日) 


